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論　文
江頭　満正
Factors Causing the Increase of Participants in the
“Tour de Okinawa”:Okinawa Chanpuru Model
ETOH, Mitsumasa
Abstract
Sporting events such as marathons and cycling race are expected to have an economic impact on
the local economy as a resource for tourism, so in recent years there have been an increasing number
of cases in which local governments have established new events including marathons. While new
marathon events are being created due to the continued popularity of marathons, there are a number
of local governments that are deciding to eliminate them for various reasons such as the Heisei mu-
nicipal amalgamation, economic burden and the creation of marathon courses.
This research project selected Tour de Okinawa, whose participants have steadily increased over
the recent years, as a case study, based on the hypothesis that the “diverse menu of competitive
events,” was one of the factors which contributed to its success.  The Tour de Okinawa features
competitions that span vertically and laterally racing, cycling and cycling tours which showcase dif-
ferences in the underlying purpose, which is a combination that is rarely seen in Japan.
Based on over two years of interviews and participant observation of the event, the diverse make-
up of the competitive events was found to have a positive effect of increasing the number of partici-
pants. The goal of this research is to create a general theory that is applicable to events in other re-
gions by generalizing the Okinawa “chanpuru“ model based on interviews with sponsors and partic-
ipants.
要約
マラソン大会・自転車大会などのスポーツ・イベントは,観光資源としての地域への経済
的効果が期待されており、近年多くの地方自治体がマラソン大会などを開始する事例が増
加している。マラソン人気が続き大会が新設される一方で、中止に踏み切る自治体も少な
くない。平成の大合併絡みや経済的な負担、コース設定など、理由は様々だ。
はじめに
本稿では,自転車ロードレースである「ツ
ール・ド・おきなわ」の参加人口が増加した
理由を,多彩な競技メニュー構成とその内容
に焦点をあて明らかにする。
マラソン大会、自転車大会などのスポー
ツ・イベントは,観光資源として地域への経
済的効果が期待されており、近年多くの地方
自治体がマラソン大会などを開始する事例が
増加している。全国各地で自治体が相次ぎ市
民マラソン大会開催に取り組むのは、大がか
りな施設整備が不要な上、宿泊など地域経済
への波及効果が望める点が大きい。景気低迷
下にあって、地域おこしのイベントとして
「優等生的」存在になっているからだ。
代表的な成功事例は東京マラソンである。
東京マラソンは2009年大会で、沿道に観客
136万人を集め、経済効果は推計240億円に
及んだ。参加希望者も年々増え、2010年の大
会は3万5千人の定員に31万人が殺到。倍率
はフルマラソンで8.5倍、10キロでは13.1倍
に達した。参加費はフルマラソンで1万円。
決して安くはないが、それでも人気が集まる
のは、普段は渋滞が激しい都心部を独占して
走れるのに加え、「沿道の応援やボランティ
アの支援に感動したという声が、毎年多く寄
せられる」（東京マラソン事務局）。人間関係
の希薄さが指摘される大都会にあって、地
域の一体感を生み出す貴重な場となってい
る（1）。
新設された大会からの成功事例も存在す
る。2008年4月5日の神戸淡路鳴門自動車道
（明石海峡大橋）開通10周年を記念して、徳
島県と徳島市が「とくしまマラソン」をスタ
ートさせた。第1回大会の参加者は高校生を
除く18歳以上の者で、当初3,000人規模と見
込まれていたが、予想以上の人気で応募が殺
到。調整の結果5,000人へと拡大された。翌
2009年第2回大会では定員は4,000人の先着
順で募集が行われ、1週間ほどで定員に達し
たため申し込みが締め切られた。2010年第3
回大会の定員は、2,000人増の6,000人の先着
順で、12月1日より募集を開始したが、翌日
12月2日の24時を以て早々定員に達し締め切
られた。とくしまマラソンは第1回大会より
経済的にも成功し、大会運営組織に約1,300
万円の余剰金を残し、2回目以降の運営を積
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本稿では、近年参加者を着実に増加させてきた「ツール・ド・おきなわ」を事例として選
定し、その成功要因のひとつは「多彩な競技メニュー」であると仮説を立てた。ツール・
ド・おきなわの競技メニューは、縦方向（走行距離）と、横方向（レース、サイクリング、
観光サイクリングなど志向の違い）とに展開しており、日本国内でも希少な例である。
競技メニューが多彩であることが、参加者増加によい影響を与えている事を2年間以上
のインタビューと大会への参与観察から明らかにした。主催者と参加者へのインタビュー
を中心とし、沖縄チェンプルーモデルを一般化することで、他地区の大会で応用可能な一
般化された理論とすることが目的である。
キーワード
極的にしてゆく原資となった。1回目終了後
に公開された、参加者アンケートでは9割以
上が「次回の開催があれば参加したい」と答
えたほか、ボランティアも5割が参加を希望。
委員からも「経済効果に加え、県民の健康増
進にも寄与している」などの意見が出された。
こうして、とくしまマラソンは第1回大会よ
り成功裏に現在も継続されている地域おこし
の代表的マラソン大会となった（2）。
京都市は2011年度から従来の「京都シテ
ィハーフマラソン」を格上げし、フルマラソ
ンを開催する。平安神宮や金閣寺などの観光
名所を巡るコースになる見通し。市では1万
5000人の参加者を募る考えだ。ハーフマラソ
ンをフルマラソンに格上げした場合、参加者
や応援者の滞在期間が長くなるため、宿泊や
観光などの消費行動が増えて経済効果が高ま
るという。市が算出した経済効果はハーフマ
ラソンが4億7500万円であるのに対し、フル
マラソンはその3倍弱の12億8500万円にの
ぼる（3）。
本学所在地である川越市も2010年秋に20
キロメートルのマラソン大会を開催する計画
があり、青年会を中心に準備が進んでいる。
マラソン人気が続き大会が新設される一方
で、中止に踏み切る自治体も少なくない。平
成の大合併絡みや経済的な負担、コース設定
など、理由は様々だ。
名水と国蝶オオムラサキの里マラソン。毎
年11月に行われてきた大会が、2003年を最
後に中止となった。理由は町村合併。2004年
11月1日、長坂町、須玉町、白州町など7町
村による「北杜市」が誕生した。「大会運営
の事務作業の量も仕組みも変わると予想さ
れ、開催を見送った」（長坂町教委）特別な
施設がいらないかわり、道路を長時間占有す
るのがマラソンの宿命。交通量の多い都市部
ほど、開催が難しくなっている（4）。
「吉備路マラソン」は岡山県総社市で10年
続いた大会だが、2004から大会実施を一時断
念した。参加者約6,000人と県内有数の規模
だったがそれが災いした。「警察とも協議し、
一般市民への影響が大きすぎると判断した」
（同市教委体育振興課）。栃木市も似た理由で
大会を中止。道路問題は主催者共通の悩みだ
った。2009年より市民に理解を求め、警察と
度重なる協議を経て再開している（4）。
「網走ハーフマラソン」からは多くのトッ
プアスリートが巣立った。この名門大会が幕
を閉じたのは2002年夏。理由は財政難だ。
網走市は開催費のうち800万円と、一部選手
の渡航費などを負担してきたが、それに耐え
られなくなった。「有名なアスリートと一緒
に走る機会をつくろう」（同市教委スポーツ
課）との意気込みだったが、1998年の710人
をピークに参加者は減少、2002年には400人
台に落ち込んだ。最後の優勝者はアテネ五
輪で金メダルを手にした野口みずき選手だ
った（4）。
「東京マラソン」は、現在日本を代表する
マラソン大会に成長しているが、それ以前に
東京都が開催していた臨海部を走る「東京ハ
ーフマラソン」は2001年に中止されている。
中止の理由はリストラ。当時、都の負担は約
1億8000万円と巨額で、石原知事の判断で中
止を決定した（4）。
本稿では、近年参加者を着実に増加させて
きた「ツール・ド・おきなわ」を事例として
選定している。ここで、先に挙げたマラソン
大会と自転車大会との相違点を整理する。
マラソン大会が各地で開催されるようにな
った背景には、ここ数年のマラソンブーム（5）
が存在する。開催すれば参加者が集まってく
るという好況に恵まれているからだ。主催す
る自治体としては大がかりな施設整備が不要
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な上、宿泊など地域経済への波及効果が望め
る点が大きい。今後日本が経済成長を続けて
いく上で、観光産業により注力してゆく必要
がると考えられており、観光立国推進基本法
が2000年に成立したのである。マラソンや
自転車の大会はスポーツ・ツーリズムに分類
されることもあり、観光という視点からも、
その効果に注目がよせられている。スポー
ツ・イベントは観光資源と同等の経済効果を
産みだす例もあり （東京マラソンの経済効
果240億円）（1）、初開催から観光資源として
確立するまでの期間が短いこともあり、町お
こしのために取り組む自治体が後を絶たな
い。
自転車愛好家も増加傾向にあるものの、マ
ラソンほどのブームにはなっていない。従っ
て大会を開催すれば、少ないマーケティング
コストで参加者が集まってくるという状況に
は至っていないのが現状だ。主催する自治体
としては、大がかりな施設整備はマラソン大
会同様不要だが、自転車大会は走行距離が長
くコース選定の難易度が高くなる。地域経済
への波及効果はマラソン大会と同様と宿泊、
飲食などがある。
マラソン大会は続々と新設されているが、
自転車大会の新設は少ない。その原因は前述
したマラソン大会と自転車大会の相違点が、
そのまま問題点となっているからだろう。そ
こで本稿では、少ないマーケティングコスト
で参加者を確実に集めている「ツール・ド・
おきなわ」を事例として選定し、その成功要
因を明らかにする。
ツール・ド・おきなわ
ツール・ド・おきなわは、毎年11月第2土
曜から日曜に沖縄県名護市を中心に沖縄本島
北部地域で2日間にわたり、1989年から開催
されている自転車ロードレース大会である。
主催は特定非営利活動法人ツール・ド・おき
なわ協会、北部広域市町村圏事務組合、日本
自転車競技連盟である。
大会を開催するようになった契機は、昭和
48年に名護市が「モデル自転車都市」に地域
指定されたこと。昭和62年の「沖縄海邦国
体」では、北部地区の6市町村が「自転車ロ
ードレース競技会場」となったことが挙げら
れる。北部地区6市町村は「やんばる」とい
う名称で行政区画を越えた地域性が残されて
いたものの、その地域性は希薄化しており、
そのことを苦慮する人物も存在していた。沖
縄海邦国体での成功体験もあり、「自然に優
しいサイクルスポーツを通した地域作り」を
テーマに大会開催に向けた運動が開始され
た。検討を進めてゆく中で大会開催の意義が
整理され「やんばるをひとつにする」という
ことと「地域活性化と経済効果」そして「地
域住民のアイデンティティ形成」という3点
が明確に示された。この意義が明確になった
ことで大会開催準備は順調に進行し、平成元
年に第1回ツール・ド・おきなわが開催され
た。
ツール・ド・おきなわは観光地である沖縄
の特性を活かして、純粋なレースだけでなく、
様々なイベントを組み合わせて開催されてい
る。レースイベントの中で最上級クラスの
「チャンピオンレース」はUCIアジアツアー
に組みこまれており、アジアツアーでのレー
スグレードは2.2と世界的にも評価されてい
る。2007年までのチャンピオンレースは日曜
日のみ開催されるワンデーレースだったが、
2008年より土曜開催が含まれた2日間のステ
ージレースに移行した。1日目は名護市街地
を走るタイムトライアルが行われる。市街地
レースは1.7キロメートルのコースを30周す
るもので、競技者にとっても難易度が高く、
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観戦者はレースの展開を終始観られるのが特
徴である。
1日目に開催される競技は、沖縄本島一周
サイクリング、やんばるセンチュリーライド、
タラソ体験デラックスサイクリング、伊平屋
島体験サイクリング、伊是名島体験サイクリ
ング（いずれも1泊2日のメニュー）名護市
街でのクリテリウム、小学生レース、一輪車
リレーである。
2日目に開催される競技は、男子チャンピ
オン200kmレース、女子国際85kmレース、
中学生50kmレース、市民200kmレース、市
民85kmレース、シニア50kmレース、市民レ
ディース50kmレース、市民50kmレース、チ
ャレンジサイクリング、伊江島体験サイクリ
ング、恩納ファミリーサイクリング。
ツール・ド・おきなわは、競技メニューが
非常に豊富である。競技者が参加するチャン
ピオンレースから、実力ある市民自転車愛好
家（以降ホビーレーサーと記す）向けの長距
離レース、観光要素の高いサイクリングまで
幅広い。
類似した大会にツール・ド・北海道がある
が、競技メニューはレースに限定されている。
市民レースも1種だけであり、走行距離によ
って参加者が、参加者自身の競技レベルに合
わせて選択出来る余地が無い。サイクリング
や観光要素の高いメニューも存在しない。
図1は,第1回（1989年）から第19回（2007
年）までの大会参加者数の推移を示した。
2001年まで参加者数は漸進的に増加している
が,2002年以降右肩上がりになっている。
開催当初に比べて競技メニューを多様化す
ることで、より多くの人が参加可能となるよ
うな改善を行ってきている。その結果、日本
国内の自転車イベントでは他に例を見ない、
国際レース、市民レース、ジュニアレース、
シニアレース、女子レース、市民サイクリン
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グ、離島サイクリングなど、多彩なメニュー
が混在する大会と変化していった。
本稿では、ツール・ド・おきなわの成功要
因のひとつを、競技メニューの豊富さによる
ものだと仮説を立て考察してゆくこととす
る。
先行研究の整理
当該分野の先行研究は、3つの分野が存在
する。①市民参加型スポーツ・イベントへの
参加活動に関するもの。②市民参加型スポー
ツ・イベントへの再参加に関するもの。③ス
ポーツ・ツーリズムに関するもの。それぞれ
の研究郡の中から関係性のあるものを紹介し
議論をしてゆく。
マラソン大会をはじめとした、市民参加型
スポーツ・イベントへの参加活動に関する研
究群が存在する。Gill,Gross and Huddleston
（1983）、Gould、Peltz and Weiss（1985）によ
ると楽しさ（enjoyment）や、面白さ（fun）
への欲求がスポーツ参加を促す最大の要因で
あり、その欠如や減少はスポーツ・ドロップ
アウトの原因となるとしている（6）。池田らは
Cloagh（1990）の楽しみ思考の市民マラソン
大会に参加するランナーの参加動機を調査・
分析した研究を紹介している（7）。その中で参
加動機を「挑戦（Challenge）」「健康・体力
づくり（Health/Fitness）」「習慣性（Addic-
tion）」「豊かな生活（Status）」「社交性（So-
cial）」の6要素に集約されると報告し、ラ
ンニングイベント参加者の強い動機は「挑
戦」と「健康・体力づくり」であると結論
づけている。
再参加に関する要因に関する研究群で平松
ら（1993）（8）は、継続参加者の要因として
「クラブへの所属」「友人の影響」「競技への
魅力」などがあるとしている。中島ら（1999）
は、短期大学スキー大会に対する再参加に関
する研究の中で、再参加者は初参加者に比較
して明らかに大会を日々の活動目標としてい
た。再参加者の参加動機として自己に対する
刺激などの緊張感、技術を含めた自己成長欲
求、大会の雰囲気、他者との交流意欲が強く、
大会自体を重要視し、大会に楽しさを感じて
いると言う特徴が明らかになった。と述べて
いる。
また市民参加型のスポーツ・イベントがし
ばしば「旅」を伴うことから、スポーツ・ツ
ーリズムとしての研究群が存在する。富山
（1999）は（9）、北九州関門健康マラソンの参
加者を対象に調査分析を行い、大会参加地の
観光資源を、大会参加要因と回答する参加者
が少ないと述べている。工藤ら（1996）（10）
は、指宿菜の花マラソン大会を対象に調査、
意思決定要因を魅了要因（Pull factors）と参
加要因（Push factors）に分けて分析を行い参
加者が重要視する項目を明らかにした。魅力
要因として「コースの良さ」「開催時期」、地
理的な条件として「温泉施設」「気候」「観光
資源の存在」。参加要因として「気分のリフ
レッシュ」「温暖な気候」「開催地の歓迎」
「質の高い運営」などが重視されていること
を明らかにした。
先行研究との相違点
本稿は、競技メニューに焦点を当てたもの
であり、前述の先行研究と性格を異にするも
のである。また競技メニューと、参加者意思
決定の関係に触れた研究は存在しない。
先行研究にある参加意思決定要因は、地理
的要因や観光資源なども含まれており、研究
対象特有の優位性が顕在化してしまってお
り、研究対象事例以外への、応用を前提とし
た一般化が難しい。本稿は、競技メニューの
構造による参加者増加要因を明らかにするこ
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とで、地域性や観光資源などに左右されずに、
多くの市民参加型スポーツ・イベントに応用
可能な理論の一般化を目標とする。同時に競
技種目によって左右されにくいモデルを構築
する事で、多くの大会主催者の参考となる議
論を展開したい。
研究方法
調査は2つのフェーズに分けて行った。第
1フェーズはツール・ド・おきなわの成功要
因と考えられる仮説を立てるための調査。第
2フェーズは、仮説を立証するための調査で
ある。
仮説を立てるために行った第1フェーズの
調査は、2008年8月に事前インタビュー調査
を行い、2008年11月の大会実施期間中に調
査者がサイクリングに参加する参与観察を行
うと同時に、参加者へランダムなインタビュ
ー調査を行った。
第2フェーズは、「ツール・ド・おきなわ
の成功要因のひとつは、多彩な競技メニュー
である」という仮説を検証するために2009
年5月にインタビュー調査を実施し、2009年
6月に再調査、2009年11月の大会実施期間中
に参加者とボランティア者へのインタビュー
を行った。
参加者を対象とした調査は、以下の様に行
った。サイクリングなど時間を競う事を主眼
とされていない競技の参加者へは、コース途
中の休憩所で調査を行った。レースなど時間
を競う競技への参加者にはゴール後に実施。
共通質問項目を設定した構造的インタビュー
を行った。必要に応じて共通項目以外の事
項も質問を行い、質問紙による対面調査と、
臨機応変に質問事項を変化させるインタビ
ュー調査の両面を採用した調査方法をとっ
た。
第1フェーズインタビュー調査・参与観察調査
【事前調査】
2008年8月19日名護市観光協会会長
2008年8月18日 JTB沖縄営業本部長
2008年 8月 19日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会次長
2008年8月20日恩納村村長
2008年8月20日国頭村スポーツ振興課課長
【大会当日調査】
2008年 11月 7日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会次長
2008年 11月 7日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会会長
2008年11月7日 大会前夜参加者説明会 参加
者インタビュー 19組
2008年11月8日 クリテリウム会場 コース周
辺住民インタビュー 5組
2008年 11月 8日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会会長
2008年11月8日 クリテリウム優勝チーム監
督インタビュー
2008年11月8日 クリテリウム優勝選手イン
タビュー
2008年11月8日 レース参加チームインタビ
ュー
2008年11月8日 サイクリング参加者インタ
ビュー 14組
2008年11月8日 伊平屋島体験サイクリング
調査者参加
2008年11月8日 伊平屋島体験サイクリング
参加者インタビュー 17組
2008年11月9日 ボランティア協力者（地域
住民）インタビュー 4組
2008年11月9日 ゴール後 特定非営利活動法
人ツール・ド・おきなわ協会会長
2008年11月9日 ゴール後 特定非営利活動法
人ツール・ド・おきなわ協会会長
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2008年11月9日 ゴール後 参加者インタビュ
ー 12組
第2フェーズインタビュー調査
【事前調査】
2009年5月22日沖縄県自転車協会会長
2009年 5月 29日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会課長
2009年 6月 19日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会課長
2009年 6月 19日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会次長
2009年9月27日沖縄県自転車協会会長
2009年 9月 27日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会課長
2009年 9月 27日 特定非営利活動法人ツー
ル・ド・おきなわ協会次長
【大会当日調査】
2009年11月8日参加者インタビュー 5組
【参加者構造的インタビュー質問項目】
・参加メニューと、参加回数、参加グループ
・この大会に参加する理由は何ですか
・競技メニューが多彩であることが参加行動
に影響を与えますか。
・次はどのメニューに参加したいですか
考察
ツール・ド・おきなわの競技メ
ニュー
議論を進めてゆく上で、ツール・ド・おき
なわの競技メニューを整理しておく必要があ
る。2008年に行われた全競技メニューを表1
に記した。
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図２.競技メニューマトリックス 
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2009 大会からの新種目として小学 
生レースを設定。市街地の中の特 
設コースを周回する。子供達の熱 
い戦いに沿道からの観戦も楽しみ 
の一つとなる。 
競技メニュー 走行 距離 日程    定員   参加料    宿泊費 参加対象                             概       要 
100 名（5 名×20 チーム） 
 
 
国際ロードレース 
チャンピオン 200       1 
19 歳以上の国内 
外招待・ 優待チ 
ームで国際ライ 
センス所持のエ 
リート男子 
 
UCI （国際自転車競技連合）のア 
ジアツアークラス2 にランクされ 
る、国内最長のロードレース。 海 
外招待選手及び国内の強豪選手が 
白熱したチームレースをやんばる 
（沖縄県北部地域）で 繰り広げる 
国際レース。 
 
女子国際85 キロ 85         1       100     8,000
国内外招待、優 
待選手及び高校 
生以上の競技登 
録女子選手 
 
海外招待選手と国内ランキング上 
位の選手が競う女子国際レース。 
チャンピオンレースと同じ山岳コ 
ースが1 回組み込まれており、女 
子のレースとしては国内で最高レ 
ベルのレースとなる。 
 
ジュニア国際130 キロ 130       1         60     8,000 
 
国内外招待、優 
待選手及び高体 
連推薦及び高校 
生の競技登録男 
子。 
国 内ジュニア選手の競技力向上を 
目指し、海外の強豪選手と競いな 
がらハードなコースを走り、将来 
ヨーロッパでも活躍できる選手育 
成に繋げるレース。JCF 規則によ 
る、ギア比検査有。 
 
市民レース 
市民レース200 キロ 200       1       370   15,000
19 歳以上60 歳 
未満の男子ロー 
ドレース経験者 
 
全国のホビーレーサーが目指す 
「究極」の種目で、市民レースの 
国内最高レベルで競技力のある選 
手が競い合う。やんばる（北部地 
域）の自然の中で繰り広げる200km 
にもおよぶ過酷な市民レース。 
市民レース130 キロ 
 
130       1       370    14,000  高校生以上の男 
 子ロードレース 
 経験者 
2006 大会からコースが130km , 
山岳横断が2 回となって、より競 
技レベルが上り、体力や経験、駆 
け引きなど実力が試される本格的 
なレースができるハードなコース。 
ツール・ド・おきなわ･競技メニュー一覧 
市民レース85 キロ 85        1      370    13,000  高校生以上の男  子 
2007 大会からスタート位置を変更 
し、国頭村辺戸岬入口からのスタ 
ートとなる。競技レベルアップを 
目指す選手が多く参加し、中距離 
レースの為に序盤から積極的なレ 
ース展開が繰り広げられる。 
市民レース50 キロ 50        1      370    10,000 高校生以上35 歳 までの男子 
 
比較的フラットなコースで、ビギ 
ナーから楽しめる。序盤はやんば 
る（沖縄県北部地域）の美しい海 
岸沿いを走る。 
レディース50 キロ 50       1       150      9,000
中学生以上の女 
子 
 
市民レディースレース50km 女子 
選手の競技普及を目指し、市民レ 
ース50 km と同じコースを走る。 
年々参加者も増加し、幅広い年代 
の選手が参加している。 
 
中学生50 キロ 
シニアレース 50       1       370    10,000 36 歳以上の男子 
（競輪選手不可） 
年齢が36 歳以上を対象にし、レー 
スビギナーから記録を狙う選手ま 
で参加者の層が大きい種目。市民 
50km と同じコースを走る。 
50       1        50      3,000 中学生男子 
国内でも数少ない中学生レースの 
一つで、将来レーサーを目指す全 
国の中学生が競いあう。現在国内 
外で国際レースに参加している選 
手の中にも、過去にこのレースで 
経験を積んだのち活躍している選 
手もいる。 
 
小学生5 キロ 5         1        50     1,000 小学5 ･6 年生男 女 
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競技メニュー 走行 距離 日程    定員   参加料    宿泊費 参加対象                             概       要 
 
 
ツール・ド・おきなわ･競技メニュー一覧 
サイクリング 
 
プレミアム 
サイクリング 
130 キロ 
130       2        30    50,000     含む 高校生以上男女 
ツ ール・ド・おきなわ初の「超」 
デラックスなサイクリング。走り 
と一流ホテルのセレブな時間を満 
喫する種目。宿泊は沖縄随一の敷 
地と施設充実度を誇るカヌチャリ 
ゾートホテル。ホテルでは、広大 
な敷地でカート利用自由、大浴場 
（スパ）、プール、トレーニング 
ジム利用無料。おまけに「琉球整 
体」付き。もちろん食事もホテル 
の味を和洋中お好きなところで。 
極めつけはクリスマス先取りのイ 
ルミネーションであなたの疲れを 
癒す。それ以外にも、琉球歴史遺 
産を現地ガイドの説明でまわる他、 
日本一長寿のむら大宜味村で「長 
寿膳」を食する。恩納村ではグラ 
スボートで水中散策もあり、これ 
以上ない満足感を提供。 
本島一週 
313 キロ 
313        2      380    21,000     含む     高校生以上男女 
全 国で開催されている長距離サイ 
クリングの中でも走りごたえがあ 
り、サイクリスト憧れのコース。 
1 日目はやんばる（沖縄県北部地 
域）の自然を満喫し、2 日目は南 
部地域の海岸線や那覇などの都市 
部を走る。 
 
189       1      300    10,000                 高校生以上男女 
 
こ れまで本島一周コースの1 日コ 
ースが名前を変えて新種目として 
独立。やんばる（沖縄県北部地域） 
の海岸線を主に走り、アップダウ 
ンもあり走りごたえ十分。また、 
翌日の種目に参加（二種目参加） 
できる種目。もちろんこの種目だ 
けでもOK 。ロングライドの魅力 
たっぷり。 
センチュリーライド 
189 キロ 
2008 大会より距離を延ばし走りご 
たえを増した設定。恩納村を南下 
し嘉手納町を折り返す。後半は東 
海岸を眺めながらアップダウンの 
コースを北上しゴールを目指す。 
チャレンジ 
100 キロ 
100      1      200      7,000                 高校生以上男女 
沖縄本島有数のリゾート地域を持 
つ恩納村の美しい海岸沿いを走り、 
家族で楽しみながら参加できる。 
恩納村ファミリー 
70 キロ 
70       1      250      5,000 小学校1 年生以 
上男女 
 
40       1        20        ー          ー バリアフリー 
40 キロ 
体験サイクリング 
沖縄県北部にある美しい島、伊平 
屋島を一周するコースで、風光明 
媚な山と海を満喫でき、島の人々 
との交流、体験が楽しめる。 
伊平屋島76 キロ 76      2       100   17,000     含む 小学校1 年生以 上男女 
琉球王朝第二尚氏の開祖尚円王ゆ 
かりの地伊是名島島独特の石垣が 
ある家並みなど、歴史と自然を感 
じることができる。また、島内参 
加者との交流も企画されている。 
 
伊是名島56 キロ 56      2       100    17,000     含む 小学校1 年生以 
上男女 
伊江島の中央に立つ、美しいイイ 
ジマタッチュー（城山）を眺めな 
がら走る日帰りコース。島の人々 
のあたたかい応援を受けながら、 
美しい自然の中を走る。 
伊江島50 キロ 50      1       150     7,000 小学校1 年生以 
上男女 
 
一輪車競技大会                            1
第一の特徴は「縦」方向への展開である。
縦方向の展開とは、参加者が自分の経験や実
力に合わせた選択可能なメニュー構成を意味
する。高校生以上の男子を対象とした「市民
レース」を例に挙げる。
50キロレース：序盤は沖縄県北部地域の美
しい海岸沿いを走る。比較的フラットなコー
スで、ビギナーから楽しめる。
85キロレース：沖縄本当北端の辺戸岬から
スタートし、序盤海沿いを走行、中盤で険し
い峠を越え市街地に入る。
130キロレース：海沿いからスタートし、
北部山岳地帯の峠越を2度通過する。
200キロコース：沖縄本島北部を1周する。
このように、距離、コース難易度、コース
景観の異なる4つのステップが用意されてい
る。縦方向の展開はレースだけでなく、サイ
クリングにも当てはまり、参加者の経験や実
力に応じたメニューを選択出来るよう、守備
範囲を広く設定している。
第二の特徴は「横」方向への展開である。
横方向の展開とは、参加者の志向、経験、実
力に応じ選択可能なメニュー構成を行ってい
る。
国際ロードレースは、協会に競技登録をし
ている選手を対象に行われるレースであり、
ハイエンドに位置する「国際チャンピオンレ
ース」では世界の強豪チームを招待し、市民
自転車愛好家にトップレベルの選手と接触す
る機会を創出している。
市民レースは、競技登録していない自転車
愛好家（以下ホビーレーサーと記す）を対象
とし、コース走破時間を競う。
サイクリングは、時間を競う競技ではなく、
コースを制限時間内に完走することを目的と
した競技。ツール・ド・おきなわのサイクリ
ング競技は、完走時間が記された完走証が発
行されるため、参加者目的を「自己タイム更
新」に置いている例も少なくない。
体験サイクリングは、サイクリングの途中
で、サトウキビ工場体験や、シーサーづくり
体験などのメニューが用意されており、コー
スを走破した時間を問題にしないメニュー
だ。観光ツアー的な要素が強いが、バスなど
では感じられない沖縄の風を体験できるサイ
クリングとなっている。この体験サイクリン
グの中でも離島へ行くメニューには、自転車
が苦手な家族が随行するためのバスツアーも
用意されている。
このように、競技としてレースに参加する
参加者からホビーレーサー、観光目的まで多
彩な目的を充足出来るメニューを横方向に展
開している。
縦方向と横方向へのメニュー展開が、参加
者拡大に寄与していると考えられるのであ
る。
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競技メニュー 走行 距離 日程    定員   参加料    宿泊費 参加対象                             概       要 
 
ツール・ド・おきなわ･競技メニュー一覧 
「伊是名島体験サイクリング」参 
加者の家族を対象としたバスツア 
ー。 
 
参加者随行バスツアー 
伊平屋島76 キロ 20       2        20    17,000      含む 参加者の家族の み 
「伊平屋島体験サイクリング」参 
加者の家族を対象とした バスツア 
ー。 
伊是名島56 キロ 20       2        20    17,000      含む 参加者の家族の み 
自転車大会比較
ツール・ド・おきなわの競合となるレース
は国内には少ない。
大会主催者であるツール・ド・おきなわ協
会会長の森氏はインタビューで「メニューの
問題がありますので、直接競合する大会はあ
まりないです。サロベツ自転車まつりがあり
ましたけれども、そういうのもあんまり問題
じゃない。ただ、今後のサイクルスポーツ・
イベントという方向から見ると、どうも中高
年齢の方々に人気があるのはロングライドで
す。佐渡島一周とか、ツール・ド・ちば、海
外での大会ですが、ハワイのセンチュリーラ
イドがそれに該当します。ツール・ド・くま
のは、レースですから、ああいうところは、
ライバルというよりも協力者です」（11）と考
えている。
本項では、森氏へのインタビューで具体的
に名称の上がった大会のメニューを確認し、
ツール・ド・おきなわとの違いを考察する。
【2010スポニチ佐渡ロングライド210】
ロングライドが中心の大会で、佐渡観光グ
ルメライド40というメニューが存在するが、
レースは行われていない（表2）。
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３.メニュー別参加者比率 
【ツール・ド・ちば】
最長3日間を掛けて347キロを走るロング
ランだけの大会。最短のメニューでも110km
で初心者としては参入障壁が高い大会であ
る。短距離サイクリングやレースは行われて
いない（表3）。
【ホノルル・センチュリーライド】
カピオラニ公園をスタート及びゴールとし
て、20マイル・25マイル・40マイル・50マ
イル・75マイル・100マイルに分かれている
が、折り返し地点 が違うだけで、全参加者
は同じルートを通る事となる。コース全体の
高低差は50m 程度である為、自転車に乗り
なれていなくても参加可能。ゴールクローズ
時間までは11時間半の余裕がある為、体力
にある程度自信があれば高齢者でも完走可
能。公式タイムが存在しないツーリングイベ
ントである事から、各参加者とも昼寝したり、
写真を撮りながら走ったり、思い思いの楽し
んだ走行が行われる。 特に25マイルエイド
ステーション過ぎに見られる景色は絶景であ
り、ここで海水浴に切り替えてしまう参加者
もいる。
2010スポニチ佐渡ロングライド210には、
「佐渡観光グルメライド40 」というメニュー
が存在しているが、他の大会において競技メ
ニューは、同一内容で走行距離の違いがある、
本稿でいう「縦」方向への展開に限定されて
いる。ツール・ド・おきなわの様に、縦・横
方向への展開はされていない。ホビーレーサ
ーにターゲットを絞った大会を開催してお
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Aコース 
 
 
Bコース 
 
 
 
Cコース 
 
 
Dコース 
 
 
小学生 
カテゴリー　        距離　  参加費　 募集定員　    コース説明　           　  ルート 
佐渡ロングライド 
210 
 
佐渡ロングライド 
130 
 
 
佐渡ロングライド 
100 
 
佐渡観光 
グルメライド40 
 
全コース※保護者の 
同伴が必要です 
 
210km 
 
 
130km 
 
 
 
100km 
 
 
40km
8,000円 
 
 
6,000円 
 
 
 
6,000円 
 
 
3,000円 
 
 
1,500円 
2,000人 
 
 
   600人 
 
 
 
   200人 
 
 
   200人 
佐渡一周コース 
※経験者向き 
 
大佐渡一周と 
農道里山を横 
断する 
 
大佐渡一周コース 
両津フィニッシュ 
 
歴史を巡る観光と 
グルメコース 
 
 
佐和田スタート～ 
佐和田フィニッシュ 
 
佐和田スタート～ 
両津経由 
佐和田フィニッシュ 
 
佐和田スタート～ 
 
 
佐和田スタート～ 
相川AS折り返し 
 
各コース定員に含む 
 
表２.佐渡ロングライド開催競技メニュー 
  Aコース 
（3日間） 
 
  Bコース 
（2日間） 
 
  Cコース 
（2日間） 
 
  Dコース 
（1日間） 
 
  Eコース 
（1日間） 
 
  Fコース 
（1日間） 
 
20,000円 
 
 
15,000円 
 
 
15,000円 
 
 
  8,000円 
 
 
  8,000円 
 
 
  8,000円 
表3.ツール・ド・千葉競技メニュー 
Stage-1～3の347kmを3日間 
で走るコースです。 
 
Stage-1,2の229kmを土・日 
の2日間で走るコースです。 
 
Stage-2,3の228kmを日・祝 
の2日間で走るコースです。 
 
Stage-1の119kmを土曜日に 
走るコースです。 
 
Stage-2の110kmを日曜日に 
走るコースです。 
 
Stage-3の118kmを月曜日 
（祝日）に走るコースです。 
10,000円 
 
 
  7,500円 
 
 
  7,500円 
 
 
  4,000円 
 
 
  4,000円 
 
 
  4,000円 
大人590人 
  小人10人 
 
大人290人 
  小人10人 
 
大人290人 
  小人10人 
 
大人390人 
  小人10人 
 
大人390人 
  小人10人 
 
大人390人 
  小人10人 
 
コース　                    内容　                         大人　         小人　          定員 
り、家族での参加や、志向の異なる自転車愛
好家の参加を取り入れようとしていない。
しかしながら募集定員は2010スポニチ佐
渡ロングライド210で 3,000人、実参加者
2,650人（12）、ツール・ド・ちばで2,400人、実
参加者2,253人（13）となっている。ツール・
ド・おきなわの3,900人と比較して参加者は、
2010スポニチ佐渡ロングライド210で67%と
なっている。しかしながら参加定員の設定が
異なるため、単純な参加者数で比較するのは
適切ではない。
これらの情報から、ツール・ド・おきなわ
のメニューが多彩であることは明らかになっ
た。特に横方向への展開を行っている希な例
と言える。だが、そのことが参加者増加の要
因と考えるには、情報が不十分であり更なる
研究が必要である。
大会主催者インタビュー
本項では大会主催者へのインタビューか
ら、ツール・ド・おきなわの成功要因のひと
つに、多彩なメニューの存在があることを明
らかにしてゆく。
メニュー多彩化敬意
2009年9月27日に行った、ツール・ド・お
きなわ協会会長の森氏はメニューが多彩であ
ることと参加者数に関して言及している。
「ツール・ド・おきなわは、自転車のイベ
ントとしてツール・ド・おきなわという名前
を冠していますがツール・ド・フランスみた
いなものではありません。中身が非常に沖縄
で言うとチャンプルー文化といって何でもか
んでもミックスにして。もう何でもありって
いう感じです。自転車のイベントとしては、
UCI公認の国際レースをはじめとして、ホビ
ーレーサーが集まってくるレース、あるいは
サイクリング。サイクリングも沖縄本島一周
といった長距離のメニューから、ちょこっと
した距離だけ走ってあとは島に行って寝っ転
がってるとか、海に潜っているかというよう
なサイクリングもあります。
今年（2008年）作ったのは参加費5万円と
いう、超デラックス、セレブだけ集めるサイ
クリングを計画しました。この様にメニュー
をどんどん増やしていっています。ファミリ
ーサイクリングもあるし、離島の体験型サイ
クリングもあるし、ホビーレースも50kmが
あれば85km、130km、200kmといってその体
力に応じてね、ホビーレーサーが挑戦できる
ようにしてありますから、どの切り口から取
っても参加できるんですよね。
このメニュー構成から考えると、沖縄に来
るという旅費のハンデさえ無ければね、もう
とっくに1万人は集められていると思いま
す。現在4,000人弱で定員を設定しています
が、募集を開始してスグに定員が一杯になり
お断りしている状態が何年も続いています」
（14）
同インタビューで森氏は、メニューを多彩
にして行った経緯につても言及している。
「今市民レーサーというのが実は今2,000名
くらい参加しています。これは市民レース
200キロとか130キロ、85キロ、50キロとい
う4つのコースに対してホビーレーサーが
2,000名くらい申し込まれています。距離だ
けを考えると50キロのレースの場合は、市
民50キロと、それから中学生50キロ、女子
50キロのレースがありました。市民50キロ
の参加者が500名を超えた時に、これはもう
翌年から2つに分けようということになり、
シニアというのを作りました。シニア50キ
ロです。ところがその時に、何歳からシニア
にするかというのを、通常スポーツの区切り
方を参考にしました。陸上大会のマスターズ
大会は、36歳以上が対象です。それにならっ
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て36歳から我々もシニアと設定しました。
ところがシニアの方が一杯になって、従来の
市民レースは定員割れしちゃった。去年35
歳の人が36歳になってシニアに申し込む。
同様に去年18歳だった人は19歳になったら
市民レースに申し込みます。ところが少子化
で19歳になる人は数が少ない。ということ
もあって、シニアレースはどんどん増え、今
大問題になっています。大会を20年やって
きて、毎年参加される方も年齢を重ねてゆく、
それにメニューを合わせていかなくてはなり
ません。シニアは50キロレースしかないの
で、85キロレースを新設するための検討に入
っています。シニアの優勝タイムは、市民レ
ースとほとんど同じぐらいになってしまっ
た。これではシニアを分けた意味がありませ
ん。参加者からは、50代も36歳以上も同レ
ベルはおかしいと。もう一つスーパーシニア
かなにか、別のカテゴリーが必要だ。という
ご意見を頂きました。これも現在検討を開始
しています」（14）
主催者の戦略だけでメニューが多彩になっ
たわけではなく、参加者のニーズをくみ取っ
ていった結果でもあるようだ。
安全性重視
メニューを多彩にした背景には、主催者の
戦略と参加者のニーズ以外に、大会運営の安
全性も考慮した面がある。
「2,000名が一緒にスタートしたら、先頭と
最後尾とでは、スタートラインを越えるまで
で数分掛かってしまいます。それではレース
になりません。今電子掲示だとか、実際にス
タートした時の時間と実際にゴールした時間
をチップで計測するなどのハイテク技術を使
う方法もあります。ですが、そこまでやる必
要があるのかなと。また安全面も重要です。
2,000名一斉スタートのレースは非常に危険
です。自転車もレースになると結構なスピー
ドが出ています。転倒すると大きな怪我に繋
がることがあります。ですのでメニューを細
分化して、安全にスタートしゴールまで走行
出来るようにしなくてはなりません。スター
ト時間をみていただければ、コース上の混雑
なども考えられていることが解ると思いま
す」（14）
安全にスタートが出来、コース上の混雑な
どを配慮してゆくと1メニューへの参加者を
限定するしかない。その結果メニュー数が増
加していったのである。
グループへの有効性
森氏は2008年11月7日のインタビューで、
グループ参加者に多彩なメニューが有効であ
ること説明している。
「参加者の声を聞くと、メニューが多彩で
あることを歓迎しています。今年は（2008年）
台湾から120名参加者がいます。台湾の旅行
代理店の人から聞いた話ですが、沖縄には
色々なメニューがあるからツアーが組めるそ
うです。沖縄以外にも日本には多くの自転車
イベントがりますが、エリートレースだけだ
ったり、サイクリングだけしかない大会がほ
とんどです。ですが沖縄は何でもある。レー
スも、サイクリングも、ファミリーも、離島
に行く観光メインのものも。沖縄は全部やっ
ているので、台湾の人たちも、自分の実力や
志向に会わせて、どれか選べる。シニアから
子供まで、どれかに参加出来る。参加者も集
まりやすいので、ツアーとしても成立しやす
いそうです。
これは台湾だからわかりやすいですが、県
外参加者の小さなグループにも同じ事が起っ
ています。スポーツクラブや自転車販売店で
ツアーを企画しても、2̃3人ではスタッフが
同行するのは難しい。ツール・ド・おきなわ
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は、メニューが多彩なので多くの人が参加出
来る。参加者が10人になれば、スタッフも
同行出来ますし、10人のグループ内でのコミ
ュニケーションもある。グループの人たちが
別々のメニューに参加することで、終わった
後の会話が弾みます。東京のスポーツクラブ
から3人のグループで参加するのと、10人の
グループで参加するのと、面白さが変わると
参加者に聞いた事があります。10人になると
楽しみ方の幅が拡がるそうです。
また私たちは完走率を高めるために、色々
と努力をしてきました。道路閉鎖時間を長く
設定するために地域住民の方に理解を求め、
警察へ理解を求め、出来るだけ制限時間を長
くとって多くの人がゴール出来るように工夫
してきました。10人で参加して全員が完走で
きたら、そのグループの満足度は高くなると
思っています。ツール・ド・おきなわは現在、
県外参加者が2,000人近くになり過半数を占
めるようになりました。メニューが多彩な
ことで、参加するグループの人数が増える。
その結果、満足度が上がりリピーターにな
ってゆくという好循環が出来ていると思い
ます」（15）
主催者インタビューまとめ
本項では大会主催者がメニューを多彩にし
て行った経緯が明らかになった。その要因は
3つあった。ひとつは参加者増加の為に主催
者が戦略的に行った。ふたつめは、参加者の
要望に応えるため。みっつめは、スタート時
と走行時の安全性を確保するために、1メニ
ューの参加者上限を設定していたこと、であ
った。以上3要素が、参加者満足度を高めリ
ピーター増加に寄与することで参加者増加に
結びついたと考えられる。
メニューを多彩にした副産物として、グル
ープ参加の集団人数が増加し、満足度も向上
させたのである。
参加者インタビュー
この項では参加者へのインタビューから、
ツール・ド・おきなわの成功要因を明らかに
する。特に本稿で仮説とした「競技メニュー
が多彩であること」に関して回答を得た資料
を中心に議論をすすめる。
今回インタビューを行った参加者を大きく
分けると、参加回数、参加グループ、参加メ
ニューに分けられる。参加回数が多くなると、
参加グループの人数が多くなる傾向があり、
参加メニューは他の2要素との関係は希薄で
あった。
初参加者
20代男性2人組、初参加80kmチャレンジ
サイクリング「ツール・ド・おきなわがどん
なものなのか、全然解らなかったので一番参
加しやすいサイクリングに参加します。今年
出てみて、色々な事が解ると思います。来年
はレースとか、ロングライドとか、もっと本
格的なものに出場したいです」（17）
大学生2人組初参加、189kmやんばるセン
チュリーライド「筑波大学のサイクリング部
部員の中では、日本全国48都道府県を自転
車で走破する取組みが行われています。私た
ちは沖縄県を自転車で走った事が無かったの
で、この大会に参加しました。道も走りやす
いし気候もいいので、とても楽しんでいます。
もし次回参加する機会があったら、レースに
参加してみたいです。公道を閉鎖して行う長
距離レースは少ないですから」（17）
20代女性10人組初参加313km本島一周サ
イクリング「昨年はハワイのセンチュリーラ
イドに参加しました。それがすごく楽しかっ
たので、ハワイより費用の掛からないこの大
会に参加しました。コースに起伏があってハ
尚美学園大学総合政策研究紀要第19号／2010年9月
44
ワイよりしんどかった。ですが車も少なく道
もいいですし、運営もしっかりしているので
充分楽しむ事が出来ました。レースに参加
したいとは思いません。時間を競うよりも、
仲間と長距離を走しる達成感が好きですか
ら」（18）
初参加の場合にはグループで参加し、その
中の誰かが既にツール・ド・おきなわ経験者
というケースがある。参加者の経験談を聞き
参加意欲を高めたものだ。この場合には初参
加であっても、目的のメニューを選択してい
る。一方で2人程度の少人数グループは、グ
ループ全員が初参加であるケースが多かっ
た。この場合には将来ステップアップを前提
とした「お試し」として完走が容易なメニュ
ーを選択している例が多い。このことから、
完走が容易なメニューが存在することで、初
参加者に対して多くの「入り口」を用意する
ことになり、初参加者への参入障壁を低くす
ることに競技メニューが多彩なことが役立っ
ていると考えられる。
複数回参加者
参加回数の多い参加者は、参加メニューも
固定されている。
30代男性6人組、参加7回目、313km本島
一周サイクリング「ここ数年この6人で毎年
参加しています。メニューも同じ本島一周で
す。今回から仲間でプロチームを真似たジャ
ージを着用しました。この仲間は毎年この大
会でしか会わない人もいて、走る事も大事で
すが、友人に会う事も楽しみのひとつになっ
ています。毎年同じメニューで同じコースで
すが、自分自身の練習度合によって苦しさが
変わり、景色が違って見えます。ですからメ
ニューが多彩であるかどうは、僕にとっては
重要ではありません。ただ、参加し始めた当
初は、他のメニューにも参加しましたので、
自分にあったものを試行錯誤しながら探せる
という利点はあると思います」（18）
70代男性4組、参加10回目、加伊是名島体
験サイクリング「毎年楽しみにしています。
最初は他のサイクリングメニューにも参加し
ましたが、ここ8回は離島サイクリングに決
めています。昨年は伊平屋島で、今年は伊是
名島です。この2つを交互に参加しています。
2日間離島を自転車で走って、黒糖工場でさ
とうきびを絞ったり、シーサー作りをみんな
でしていると、自然と参加者が打ち解けて仲
間になっていきます。8回も離島サイクリン
グに参加していると、仲間も増えて今ではツ
ール・ド・おきなわで年に1回会う仲間は10
人を超えました。石川県から参加している男
性や、兵庫県から毎年この大会にひとりで来
る女性がそうです。みんなの元気な顔を見て、
離島を満喫して沖縄のきれいな景色の中を自
転車で走る。それが僕たちのツール・ド・お
きなわの楽しみ方です」（17）
40代男性5人組、参加6回、市民レース
85km「レースに参加するのは今年が初めて
です。昨年まではやんばるセンチュリーライ
ドで長距離を走っていました。何度かやって
いるうちに、他者とスピードを競うレースに
出てみたくなったのです。終わった後のパー
ティーでレース参加者に話しを聞いたのもあ
りますし、見ていて楽しそうでしたから。レ
ースは自転車も違うし、走り方や練習方法も
全然違う。年甲斐も無く挑戦してみたくなっ
たんです。幸いこの大会にはレースもありま
すし、毎年一緒に来る仲間とも参加する競技
が違うだけで、顔ぶれが変わる事もありませ
ん。交通手段や宿もいつも通りでいい。レー
スに参加する為に、他大会に挑戦する気はあ
りません。慣れた沖縄だからレースに挑戦す
る気になったんだと思います」（18）
参加回数の多い参加者はメニューが固定さ
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れており、メニューが多彩であることが参加
要因にはならない。しかし、メニューが固定
されるまでの期間にレースやサイクリングな
ど複数のメニューに参加し試行錯誤が行われ
ている。この試行錯誤期間においてはメニュ
ーの多彩さは有効であると考えられる。
参加者の志向が変化した場合に、変化した
ニーズを満たす多彩なメニューが充足してい
る。他の大会に参加者が流出するのを防止す
る役目を果している可能性も考えられる。
団体参加者
スポーツジムや自転車ショップのグループ
は人数も多くなりメニューもバラバラになる
傾向があった。
センチュリーランを走る会、北海道4人東
京、神奈川など8人組「毎年誰かがツール・
ド・おきなわには参加しています。会の名称
の通りセンユリーランを走る事が目的の人た
ちが集まっているので、参加するのも本島一
周か、やんばるセンチュリーライドだけです。
本島一周は1泊2日でコースもハードでここ
だけにしかない景色や雰囲気もあります。終
わったあとのパーティーも楽しみのひとつで
す。メニューが多彩であることは僕たちにメ
リットはありません。レースには出ないし家
族参加もしませんから。ただ自転車愛好家を
育む上ではとても良いと思います。トップレ
ベルの選手を間近に見る事は、自転車に限ら
ず効果的です。僕だってイチローのバッティ
ングを間近で見たら野球ファンになってもお
かしくないですから」（18）
セントラル・スポーツ8人組「ツール・
ド・おきなわは、私たち業者にとって、とて
もいい大会です。初心者から上級者までが同
じ日程で参加出来る。沖縄は観光スホﾟット
も多いですし、食べ物やお酒も特徴がありま
す。東京や大阪から来ると非日常的な雰囲気
が随所にあり楽しめます。今回は6人が313
キロの本島一周で、2人はレース参加です。
参加者同士でコースのアドバイスをしたり、
自転車の部品や装備に関する話題が出たり、
経験豊富な人が初心者を指導したり、色々な
拡がりがある大会です。メニューが多彩であ
ることは大事です。他にこんな多くのメニュ
ーがある大会はありませんから。参加人数が
10人を超すと交通費も団体割引が使えるよう
になりますし、客さんにとっても団体で行く
メリットが出てきます。レースだけの大会で
は参加者希望者が少なくツアーを実施出来な
いこともあります。その点ツール・ド・おき
なわは大勢集まるので私たちも助かっていま
す」（18）
沖縄県うるま市アウトドアショップ6人組
「このグループは皆さんウチで自転車を買っ
ていただいたお客さんです。今までバラバラ
で参加していたのですが、今年（2008年）か
らグループで本島一周に参加してみました。
せっかくロードレサーを購入したのだから思
いっきり走りたい。練習の成果を確認したい。
という目的にはピッタリです。県外からも
色々な方が参加していて、高額な自転車に乗
っている方もいますし、珍しい装備をしてい
る方もいます。レースに出る方は、ロングラ
イドと自転車が違います。僕たちスタッフに
とってはいい勉強になりますし、お客さんに
は刺激なるので、また何か買ってくれると嬉
しいのですが（笑）。昨年までレースに参加
していたお客さんが、今回はロングライドに
転向しました。早く走ることは卒業だそうで
す。スピードではない距離への挑戦に興味が
移ったのだそうです。ツール・ド・おきなわ
の場合は、そういった変更も簡単なので、参
加する側は本当に便利です」（17）
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参加者インタビューまとめ
初参加の場合には、難易度の低いメニュー
から参加し、ステップアップする例が存在す
る。このケースでは、競技メニューが多彩で
あることは、入り口が多くなり、初参加障壁
を下げる事に貢献していると考えていいだろ
う。体験サイクリングから参加して、レース
にステップアップすることも、短距離レース
から参加して長距離レースにステップアップ
することも可能だ。実力と経験が不十分な参
加者にも広く門戸を開き、コースの良さや気
候の良さなど、メニューが多彩であること以
外のツール・ド・おきなわの魅力を感じられ
る機会を創出することに成功している。
ツール・ド・おきなわ参加者どうしでのコ
ミュニティーが誕生している。同じメニュー
に参加し、一緒に長い距離を走破し、苦楽を
共有することで言葉を交わさなくとも親近感
が生まれてゆく様だ。大会最後に用意されて
いる、「ふれあいパーティー」で会話を交わ
す事で、友人へと昇華してゆくのである。そ
うしてコミュニティーが形成され、リピータ
ーへとなってゆく。この人と人とのつながり
を形成する段階で、競技メニューが多彩であ
ることが貢献している例は無かった。
ステップアップ、ステップダウンを行う参
加者郡が存在した。この参加者郡にとって、
競技メニューが多彩であることは重要であろ
う。縦方向へのステップだけでなく、レース
に疲れたからサイクリングに転向することも
ツール・ド・おきなわなら可能である。レー
スに特化した大会から、サイクリング主体の
大会へと、出場する大会そのものを変更する
のは、心理的にも時間的もコストが掛かる。
だがツール・ド・おきなわの様に多彩なメニ
ューが存在していれば、申し込み時のちょっ
とした手間で変更が可能だ。大会に参加する
仲間との会えなくなる事も無い。最小限のコ
ストでポジションチェンジが出来るのであ
る。競技メニューが多彩なことは、指向が変
わった参加者を離さない効果もあると考えら
れよう。
団体での参加に、競技メニューが多彩であ
ることは有効であった。フットネス・クラブ
や、自転車ショップからの参加は、グループ
の人数も多くそれぞれの志向も異なる。様々
なニーズに応えられるメニュー構成が無けれ
ば、参加者のグループが大人数化する機会も
少なかっただろう。台湾からの参加者の例を
見ても、団体だからツアーを組む事が可能に
なり、添乗員も同行出来る。沖縄までの交通
費も団体になることで割引が可能になる。参
加者の経済的優位性を生み出すことに貢献し
ているとも考えられる。団体参加者の中には
実力差がある。この実力差があることで、参
加者同士で指導やアドバイスも行われてお
り、参加者満足に寄与していると考えられる。
1.初参加者に対して参入障壁を下げる効果。
2.複数回参加者に対してポジションチェンジ
コストを下げる効果。
3.ステップアップ、ステップダウンを容易に
することでブランドスイッチを抑制する効
果。
4.団体参加者に対して経済優位性を創出する
効果。団体内の参加者実力のバラつきが参
加者育成をする効果。
競技メニューが多彩であることで、以上4
つの効果の存在が明らかになった。
今回の調査では、定性的な調査になってし
まった。インタビュー対象者が希少な例であ
り、ツール・ド・おきなわ自体を正確に捉え
られていない可能性も残っている。今後定量
的な調査を行い、検証を進めてゆく必要があ
るだろう。しかしながら、本稿で行ったイン
タビュー調査対象52組120名以上の意見とし
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ては、競技メニューが多彩なことは、ツー
ル・ド・おきなわの成功要因と考えるのに充
分だ。
チャンプルーモデル
チャンプルーとは、野菜や豆腐などを炒め
た沖縄料理。チャンプルーとは沖縄方言で
「混ぜこぜにした」というような意味があり、
野菜や豆腐に限らず、さまざまな材料を一緒
にして炒める。「ゴーヤーチャンプルー」「タ
マナーチャンプルー」などのように主な材料
の名を冠して呼ばれることが多い。
チャンプルーの語源は、インドネシア語・
マレー語のcampurとの説がある。この語は、
同語源の日本語のちゃんぽんと同様「混ぜる」
「混ぜたもの（料理）」という意味を持つ。さ
らに朝鮮語にも同様の意味で「チャンポン」
がある。
沖縄県は古くから、日本本土や中国文化の
影響も受けてきたほか、第二次世界大戦後の
アメリカ軍による統治を経験し、それぞれの
文化と接することで常に影響を受け続けてき
た。それらを柔軟に受け入れて、独自に生み
出された沖縄県の文化を「チャンプルー文化」
と呼ぶことがある。例えば、江戸時代に日本
と中国の貿易の中継点とされたことから、沖
縄県では採れない昆布を用いた料理が盛んに
なった点や、米軍基地に滞在するアメリカ
人からの影響を受けて、紫など「オキナワ
ン・ロック」と呼ばれるロックの系統を生
み出した点などはチャンプルー文化の産物
である。（19）
2009年9月27日に行った、ツール・ド・お
きなわ協会会長の森氏がメニューが多彩であ
ることとをチャンプルーという表現を使って
説明している。
「ツール・ド・おきなわは、自転車のイベ
ントとしてツール・ド・おきなわという名前
を冠しているけどもツール・ド・フランスみ
たいなものではありません。中身が非常に沖
縄で言うとチャンプルー文化といってから何
でもかんでもミックスにして。もう何でもあ
りっていう感じです」
このチャンプルーモデルが、ツール・ド・
おきなわの成功要因のひとつであると考えて
いる。
秋葉原モデルは、同じ電気製品を扱う店舗
が密集することで形成される「街モデル」で
ある。同一商品を扱う店舗が複数軒集まって
いる。本来競争が激化し淘汰される競合店が、
あるしきい値を超えて集まることで、消費者
に対しての利便性を高め、集客力へと転化さ
せている。同一商品を扱う店舗は横方向への
展開と言える。秋葉原の縦方向への展開は、
コンシューマーからプロまで様々な消費者の
ニーズを満たす取扱商品の幅の広さである。
トランジスタなどの電子部品や、盗聴器など、
一般の消費者にはあまり需要の無い電気製品
を扱う店舗も数多く存在する。いわば複数店
舗が集まることによって、乗算的に品揃えを
充実させているのである。このモデルは秋葉
原に限らず、古本店の神田神保町など問屋街
に散見されるモデルである。
フード・テーマーパークは、一つの料理・
食べ物のジャンルに特化して、その専門店を
集めた屋内型施設である。専門店の集め方に
は、全国からそのジャンルの有名店を集める
場合と、出店地域に限定する場合とがある。
食の観光におけるワンストップソリューショ
ン施設。新横浜ラーメン博物館などに端を発
するテーマパークの形態で、多数の料理店が
「昭和30年代」「港町」などのテーマを持っ
た内装で統一された施設に林立しているもの
である。通常の店舗では味わえない雰囲気を
持っており、それがテーマパークと言われる
所以である。対して、単に専門店を集めただ
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けの施設は「フードコンプレックス」と呼ば
れる。フード・テーマーパーク自体は新横浜
ラーメン博物館などが1994年頃から営業し
ているが、2000年以降は全国的に数が増え、
テーマにする料理もラーメンに餃子、プリン
やパンと多様化している。
このモデルも本来競合するラーメン専門店
を複数店舗密集させることで、単独店舗で営
業を行うより集客力増強を戦略的に行ってい
る。しかし、フード・テーマーパークモデル
は、秋葉原モデルと異なる。フード・テーマ
ーパーク内には同じメニューを出す店舗を置
かないのである。ラーメンというカテゴリー
は同じだが、「熊本とんこつラーメン」を出
す店は1店舗に限られている。秋葉原は全く
同じ「アップルコンピューター」を扱ってお
り、製品には一分の違いも無い。
フード・テーマーパークモデルは、品揃え
を増やすための集合体であり、整然としてい
る。同様に秋葉原モデルは、製品以外のサー
ビス（価格、専門知識など）のバリエーショ
ンを拡大させ消費者の欲求に応えることで集
客力を創出している。
ツール・ド・おきなわに見られる沖縄チャ
ンプルーモデルは、消費者自身のニーズに応
える縦展開と、一緒に参加するパートナーの
ニーズに応える横方向を備えており、前述の
2モデルとは異なるものなのだ。
まとめ
ツール・ド・おきなわの競技メニューが多
彩であることで、様々なニーズを持った参加
者を集めることに成功し、ニーズの変化にも
応えられる構造になっていることが明らかに
なった。このことから、競技メニューが多彩
であることが成功要因のひとつであるという
仮説は、妥当であると考えられよう。
主催者インタビューからは、メニューが多
彩になってゆく経緯と目的が明らかになっ
た。参加者インタビューからは、初参加者、
リピーター、志向変化者、団体に対して多彩
なメニューが有効であることが明らかになっ
た。
チャンプルーモデルを、秋葉原モデル、フ
ード・テーマーパークモデルと比較すること
で、参加者増加にプラスに作用する特殊性を
明らかにすることが出来た。
本稿ではインタビューを中心とした定性的
調査を行ったため、インタビュー対象の意見
が小数派である可能性は否定しきれない。今
後定量的な調査を行い、参加者グループと参
加メニューの関係性。参加回数とメニューの
関係性などを明らかにしてゆく事が必要であ
る。
また、沖縄チャンプルーモデルを一般化す
る際に、秋葉原モデルと、フードテーマパー
クモデルと比較し考察しているが、論拠が不
十分で説得力のある議論が行えていない。今
後さならる研究が必要である。
本稿でメニューが多彩であることは、参加
者ニーズを満たす事がわかった。しかしメニ
ューが多彩であることは、運営サイドに大き
な負担を強いる。東京マラソンの様に、メニ
ューはフルマラソンだけ。42.195kmを1万人
で走るだけのメニューで成功する事例もあ
る。ホノルルマラソンも1メニューでの成功
事例である。運営者の負担を考えると少ない
メニューで成功することが理想的といえよ
う。しかし大会そのものに強い個性が無く、
参加者が減少傾向にある場合には、運営者サ
イドの負担を増加させとうとも、メニューを
縦方向と横方向に配するチャンプルーモデル
を基盤として見直してみること価値はあるだ
ろう。
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